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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、PDZ足場タンパク質のNHERFファミリーのメンバーをコードします。これらのタンパク質は、膜受容体や輸送タンパク質に結合し、膜発現やタンパク質間相互作用を制御することで、多くの細胞プロセスを媒介します。コードされているタンパク質は、ナトリウム/水素交換輸送体3の活性を調節することで腸管ナトリウム吸収に関与しており、嚢胞性線維症膜貫通制御因子（CFTR）イオンチャネルも制御している可能性があります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2011年11月],機能：細胞膜タンパク質をエズリン/モエシン/ラディキシンファミリーのメンバーと結合させ、アクチン細胞骨格への結合と表面発現の制御を助ける足場タンパク質。cAMPを介したSLC9A3のリン酸化と阻害に必要です。核内では足場タンパク質としても機能する可能性がある。,類似性：2つのPDZ（DHR）ドメインを含む。,細胞内局在：核内に点状に存在する。,サブユニット：ホモ二量体、およびSLC9A3R1とのヘテロ二量体。PODXLおよびPDZK1に結合する（類似性による）。ADRB2、SLC9A3、P2RY1、P2YR2、SRY、RDX、およびLPAR2に結合する。,組織特異性：広く発現している。,
	研究分野
	アルドステロンによるナトリウム再吸収の調節。
	画像データ
	

	NHERF-2抗体を用いたJK K562のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

